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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　体腔内に挿入されるものであって、後端に複数の棒状の突出ガイド部あるいは複数の凹
状のガイド受け部のいずれか一方で形成される位置決め案内部、内装体に接続される接続
部及び前記位置決め案内部と前記接続部の周囲を囲繞する弾性変形自在な結合部が設けら
れた挿入部と、
　前記挿入部の位置決め案内部に対して軸方向に移動案内自在に係合される複数の棒状の
突出ガイド部あるいは複数の凹状のガイド受け部のいずれか他方で形成される位置決め案
内部、前記挿入部の接続部に接続される接続部、前記挿入部の結合部が被着されて水密結
合される結合部及び前記挿入部を作動操作する操作部が設けられるものであって、前記位
置決め案内部に対して前記挿入部の位置決め案内部が係合されて移動案内され、前記接続
部に対して前記挿入部の接続部が接続されると共に、前記結合部に対して前記挿入部の結
合部が水密状態に結合されて前記挿入部が装着される内視鏡本体と、
　を具備することを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　前記挿入部の位置決め案内部及び前記内視鏡本体の位置決め案内部は、一方が回転規制
部を有したリング形状に突出した突出ガイド部で形成され、他方が前記一方の回転規制部
に係合される回転規制部を有したリング形状の溝状をしたガイド受け部で形成されること
を特徴とする請求項１記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　この発明は、例えば生体臓器等の内部を観察したり、術部の処置に供される内視鏡装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、内視鏡装置においては、生体臓器内等に挿入される挿入部が内視鏡本体に装着
され、内視鏡本体に配された操作部を操作して挿入部を操作することにより、所望の処置
等が行われている。この挿入部は、その先端に対物部を配した可撓部が設けられ、内視鏡
本体を構成する操作部にロックカバーを介して分離可能に組付けられる（例えば、特許文
献１参照。）。この挿入部は、例えば生体臓器等に挿入されて、その対物部を介して所定
部を照明すると共に、その光学像を取り込んで撮像部で光学像を電気信号に変換し、その
電気信号を操作部側に伝送して表示画像として取得する。
【０００３】
　ところで、このような内視鏡装置は、観察や処置に供した後、例えばロックカバーを外
して挿入部を内視鏡本体から分離させ、各部の洗浄、消毒、滅菌処理を施して、次回の観
察や処置等の使用に供される。
【特許文献１】特開２００１－２５８８１８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記内視鏡装置では、挿入部を内視鏡本体に着脱するのに、その都度、
別体のロックカバーを着脱させなければならないために、その作業が面倒で、使い勝手が
劣るという問題を有する。
【０００５】
　この発明は上記の事情に鑑みてなされたもので、簡易な構成で、且つ、簡便にして容易
な挿入部の着脱操作を実現し得るようにして、使い勝手の向上を図った内視鏡装置を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明は、体腔内に挿入されるものであって、後端に複数の棒状の突出ガイド部ある
いは複数の凹状のガイド受け部のいずれか一方で形成される位置決め案内部、内装体に接
続される接続部及び前記位置決め案内部と前記接続部の周囲を囲繞する弾性変形自在な結
合部が設けられた挿入部と、前記挿入部の位置決め案内部に対して軸方向に移動案内自在
に係合される複数の棒状の突出ガイド部あるいは複数の凹状のガイド受け部のいずれか他
方で形成される位置決め案内部、前記挿入部の接続部に接続される接続部、前記挿入部の
結合部が被着されて水密結合される結合部及び前記挿入部を作動操作する操作部が設けら
れるものであって、前記位置決め案内部に対して前記挿入部の位置決め案内部が係合され
て移動案内され、前記接続部に対して前記挿入部の接続部が接続されると共に、前記結合
部に対して前記挿入部の結合部が水密状態に結合されて前記挿入部が装着される内視鏡本
体とを備えて内視鏡装置を構成した。
【０００７】
　上記構成によれば、挿入部は、位置決め案内部が内視鏡本体の位置決め案内部に案内自
在に係合されると、その接続部が内視鏡本体の接続部に対向され、その位置決め案内部を
内視鏡本体の位置決め案内部に沿って移動案内させることにより、接続部同士の装着が完
了される。これにより、挿入部の内視鏡本体への着脱操作を簡便にして容易に行うことが
可能となり、使い勝手の向上が図れる。
【発明の効果】
【０００８】
　以上述べたように、この発明によれば、簡易な構成で、且つ、簡便にして容易な挿入部
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の着脱操作を実現し得るようにして、使い勝手の向上を図った内視鏡装置を提供すること
ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、この発明の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。
【００１０】
　　　（第１の実施の形態）
　図１は、この発明の第１の実施の形態に係る内視鏡装置を示すもので、内視鏡本体１０
には、例えば図示しない臓器に挿入される挿入部２０が着脱される。
【００１１】
　即ち、内視鏡本体１０には、図２及び図３に示すようにその先端に接続部１００が設け
られ、この接続部１００の先端には、接続凹部である第１乃至第３の嵌合穴１０１～１０
３が設けられる。これら第１乃至第３の嵌合穴１０１～１０３には、開口端より奥行き方
向に幅狭に傾斜された案内部１０１ａ～１０３ａが設けられる。そして、この第１乃至第
３の嵌合穴１０１～１０３の基端部には、光伝送路用口金１１１、チャンネル用口金１２
１及び接続コネクタ１３１が取付けられる。これら光伝送路用口金１１１、チャンネル用
口金１２１及び接続コネクタ１３１には、内装体である照明光伝送用ライトガイドファイ
バーと称する光伝送路１１、チャンネル１２及び接続ケーブル１３の先端部が取付けられ
る。
【００１２】
　そして、この内視鏡本体１０には、その第１乃至第３の嵌合穴１０１～１０３に周囲に
結合機構を構成する結合凹部１０４及び位置決め案内部を構成する凹状のガイド受け部１
０５が、複数個、所定の間隔に設けられる。
【００１３】
　上記挿入部２０は、例えば先端部２０１、湾曲部２０２及び軟性管部２０３が連接され
て構成され（図１参照）、内装体として、光伝送路２１、チャンネル２２及び接続ケーブ
ル２３が内装され、その基端に接続部２０４が設けられる。そして、この挿入部２０の接
続部２０４の先端には、接続凸部を構成する硬質部材である光伝送路用口金２１１、チャ
ンネル用口金２２１及び接続コネクタ２３１が上記内視鏡本体１０の光伝送路用口金１１
１、チャンネル用口金１２１及び接続コネクタ１３１に対応して設けられ、この光伝送路
用口金２１１、チャンネル用口金２２１及び接続コネクタ２３１には、光伝送路２１、チ
ャンネル２２及び接続ケーブル２３が取付けられる。
【００１４】
　また、挿入部２０には、同様に結合機構を構成する弾性変形自在な結合部２０５及び位
置決め案内部を構成する棒状の突出ガイド部２０６が上記内視鏡本体１０のガイド受け部
１０５に対向して複数個設けられる。この突出ガイド部２０６は、その先端が、上記光伝
送路用口金２１１、チャンネル用口金２２１及び接続コネクタ２３１の先端に比して接続
部２０４より突出される。これにより、挿入部２０は、その突出ガイド部２０６が内視鏡
本体１０のガイド受け部１０５に係合されると、その接続部２０４の光伝送路用口金２１
１、チャンネル用口金２２１及び接続コネクタ２３１が内視鏡本体１０の第１乃至第３の
嵌合穴の各案内部に対向される。
【００１５】
　ここで、挿入部２０は、内視鏡本体１０方向に押し込まれると、突出ガイド部２０６が
内視鏡本体１０のガイド受け部１０５に案内されて同方向に移動され、その光伝送路用口
金２１１、チャンネル用口金２２１及び接続コネクタ２３１が内視鏡本体１０の第１乃至
第３の嵌合穴１０１～１０３に、その案内部１０１ａ～１０３ａを通って確実に侵入され
て、光伝送路用口金１１１、チャンネル用口金１２１及び接続コネクタ１３１に接続結合
される。同時に、挿入部２０は、結合部２０５がその弾性力により内視鏡本体１０の結合
凹部１０４に弾性係合され、内視鏡本体１０に位置決め結合された状態で装着される（図
３参照）。なお、結合部２０５は、硬質で結合部２０５と結合凹部１０４がねじ螺合する
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構成にしてもよい。
【００１６】
　また、上記内視鏡本体１０には、例えば湾曲レバー等の配される操作部１が操作自在に
設けられ、この操作部１の操作により、その接続部に装着された挿入部２０の湾曲部２０
２を湾曲操作したり、挿入部２０の機能切り替え操作等が行われる。そして、この内視鏡
本体１０の基端には、ユニバーサルコード２を介してライトガイドコネクタ３が接続され
る。このライトガイドコネクタ３には、光入力部４が設けられ、この光入力部４には、図
示しない光源に接続される。また、ライトガイドコネクタ３には、ビデオコネクタ５がビ
デオケーブル６を介して接続され、このビデオコネクタ５には、図示しないビデオプロセ
ッサーに接続される。
【００１７】
　上記構成において、挿入部２０を内視鏡本体１０の装着する場合、挿入部２０は、その
突出ガイド部２０６の先端を内視鏡本体１０のガイド受け部１０５に挿入すると、その光
伝送路用口金２１１、チャンネル用口金２２１及び接続コネクタ２３１が内視鏡本体１０
の第１乃至第３の嵌合穴１０１～１０３の案内部１０１ａ～１０３ａに対向される（図２
参照）。そして、挿入部２０は、その突出ガイド部２０６が内視鏡本体１０のガイド受け
部１０５に押し込まれると、その光伝送路用口金２１１、チャンネル用口金２２１及び接
続コネクタ２３１が内視鏡本体１０の第１乃至第３の嵌合穴１０１～１０３に案内部１０
１ａ～１０３ａを通って移動され、光伝送路用口金１１１、チャンネル用口金１２１及び
接続コネクタ１３１に接続結合される。
【００１８】
　この際、挿入部２０は、その複数の突出ガイド部２０６が内視鏡本体１０の複数のガイ
ド受け部１０５に挿入されることで、内視鏡本体１０に対する回転が規制され、所望の回
転位置が保持される。そして、挿入部２０の光伝送路用口金２１１、チャンネル用口金２
２１及び接続コネクタ２３１は、内視鏡本体１０の第１乃至第３の嵌合穴１０１～１０３
に対して、その案内部１０１ａ～１０３ａの作用により、その位置ずれが生じているよう
な場合においても、第１乃至第３の嵌合穴１０１～１０３内に案内されて確実に侵入する
ことができる。
【００１９】
　上記挿入部２０の光伝送路用口金２１１、チャンネル用口金２２１及び接続コネクタ２
３１が内視鏡本体１０の光伝送路用口金１１１、チャンネル用口金１２１及び接続コネク
タ１３１に接続結合された状態で、挿入部２０は、結合部２０５がその弾性力により内視
鏡本体１０の結合凹部１０４に弾性係合され、内視鏡本体１０に位置決め結合されて装着
が完了される（図３参照）。
【００２０】
　このように、上記内視鏡装置は、挿入部２０に突出ガイド部２０６を、その光伝送路用
口金２１１、チャンネル用口金２２１及び接続コネクタ２３１より突出させて配すると共
に、内視鏡本体１０にガイド受け部１０５を突出ガイド部２０６に対応して配し、その突
出ガイド部２０６がガイド受け部１０５に案内されて挿入部２０が移動されることにより
、その光伝送路用口金２１１、チャンネル用口金２２１及び接続コネクタ２３１が内視鏡
本体１０の光伝送路用口金１１１、チャンネル用口金１２１及び接続コネクタ１３１に装
着されるように構成した。
【００２１】
　これによれば、挿入部２０の突出ガイド部２０６が、内視鏡本体１０のガイド受け部１
０５に係合して接近移動されて、その光伝送路用口金２１１、チャンネル用口金２２１及
び接続コネクタ２３１が内視鏡本体１０の第１乃至第３の嵌合穴１０１～１０３に配した
光伝送路用口金１１１、チャンネル用口金１２１及び接続コネクタ１３１に装着される装
着案内構造を備えることにより、挿入部２０の内視鏡本体１０への着脱操作を簡便にして
容易に行うことが可能となり、使い勝手の向上が図れる。
【００２２】
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　なお、上記実施の形態では、接続構造として、内視鏡本体１０に第１乃至第３の嵌合穴
１０１～１０３を設けて、挿入部２０に光伝送路用口金２１１、チャンネル用口金２２１
及び接続コネクタ２３１を突出して配し、相互間の装着を行うように構成した場合につい
て説明したが、これに限ることなく、挿入部２０の接続部２０４に嵌合穴を設けて、内視
鏡本体に光伝送路用口金１１１、チャンネル用口金１２１及び接続コネクタ１３１を突出
して配するように構成することも可能である。
【００２３】
　　　（第２の実施の形態））
　図４は、この発明の第２の実施の形態に係る内視鏡装置の要部を示すものである。但し
、図４においては、上記図２及図３と同一部分について同一符号を付して、その詳細な説
明を省略する。
【００２４】
　即ち、第２の実施の形態においては、挿入部２０に配する位置決め案内部を、リング形
状に突出した突出ガイド部２０６ａを同様に、その光伝送路用口金２１１、チャンネル用
口金２２１及び接続コネクタ２３１に比して突出させて形成し、内視鏡本体１０に配する
位置決め案内部をリング形状の溝状をしたガイド受け部１０５ａを配して構成したもので
ある。
【００２５】
　この突出ガイド部２０６ａには、回転規制部である係合凸部２０６ｂが設けられ（図５
参照）、ガイド受け部１０５ａには、回転規制部である係合凹部１０５ｂが突出ガイド部
２０６ａの係合凸部２０６ｂに対向して設けられる。これにより、挿入部２０は、内視鏡
本体１０に装着する際、その突出ガイド部２０６ａが、先ず内視鏡本体１０のガイド受け
部１０５ａに案内されると共に、該突出ガイド部２０６ａの係合凸部２０６ｂとガイド受
け部１０５ａの係合凹部１０５ｂとの係合作用により回転が規制されて移動されて装着が
行われ、上記実施の形態と同様の効果が期待される。
【００２６】
　　　（第３の実施の形態）
　図６は、この発明の第３の実施の形態に係る内視鏡装置の要部を示すものである。但し
、図６においては、上記図２及図３と同一部分について同一符号を付して、その詳細な説
明を省略する。
【００２７】
　即ち、第３の実施の形態においては、内視鏡本体１０の接続部１００に光伝送路用口金
１１１ａ、チャンネル用口金１２１ａ及び接続コネクタ１３１ａが略面一に配し、この光
伝送路用口金１１１ａ、チャンネル用口金１２１ａ及び接続コネクタ１３１ａには、上記
光伝送路１１、チャンネル１２及び接続ケーブル１３の先端部が取付けられる。そして、
この接続部１００には、位置決め案内部を構成する、例えば複数のガイド受け部１０５ｃ
が設けられる。
【００２８】
　また、内視鏡本体１０の接続部１００の周囲には、結合機構を構成する結合凹部１０４
ａが延出され、この結合凹部１０４ａの内壁には、結合水密用の水密部材であるＯリング
３０が挿入部２０の接続部２０４の周囲に対向して設けられる。
【００２９】
　一方、挿入部２０には、その接続部２０４に光伝送路用口金２１１ａ、チャンネル用口
金２２１ａ及び接続コネクタ２３１ａが上記内視鏡本体１０の光伝送路用口金１１１ａ、
チャンネル用口金１２１ａ及び接続コネクタ１３１ａに対応して略面一に設けられる。こ
の光伝送路用口金２１１ａ、チャンネル用口金２２１ａ及び接続コネクタ２３１ａには、
上記光伝送路２１、チャンネル２２及び接続ケーブル２３がそれぞれ取付けられる。そし
て、この接続部２０４には、位置決め案内部を構成する、例えば複数の突出ガイド部２０
６ａが内視鏡本体１０の接続部１００のガイド受け部１０５ｃに対応して上記光伝送路用
口金２１１ａ、チャンネル用口金２２１ａ及び接続コネクタ２３１ａより突出して設けら
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れる。
【００３０】
　また、挿入部２０には、その接続部２０４の周壁に弾性変形自在な結合部２０５ａが内
視鏡本体の結合凹部１０４ａに対応して設けられる。
【００３１】
　上記構成により、挿入部２０は、その突出ガイド部２０６ａの先端を内視鏡本体１０の
ガイド受け部１０５ｃに挿入すると、その光伝送路用口金２１１ａ、チャンネル用口金２
２１ａ及び接続コネクタ２３１ａが内視鏡本体１０の光伝送路用口金１１１ａ、チャンネ
ル用口金１２１ａ及び接続コネクタ１３１ａに対向される。そして、挿入部２０は、その
突出ガイド部２０６ａが内視鏡本体１０のガイド受け部１０５ｃに押し込まれると、その
光伝送路用口金２１１ａ、チャンネル用口金２２１ａ及び接続コネクタ２３１ａが内視鏡
本体１０の光伝送路用口金１１１ａ、チャンネル用口金１２１ａ及び接続コネクタ１３１
ａに接続結合される。
【００３２】
　この際、挿入部２０は、その複数の突出ガイド部２０６ａが内視鏡本体１０の複数のガ
イド受け部１０５ｃに挿入されることで、内視鏡本体１０に対する回転が規制され、所望
の回転位置が保持されて移動される。そして、装着が完了した状態では、挿入部２０は、
結合部２０５ａがその弾性力により内視鏡本体１０の結合凹部１０４ａに弾性係合され、
内視鏡本体１０に位置決め結合される。
【００３３】
　また、この装着が完了した状態においては、内視鏡本体１０の接続部１００の結合凹部
１０４ａの内壁に配したＯリング３０により、挿入部２０の接続部２０４との間が水密状
態に保たれる。このように水密部材であるＯリング３０を内視鏡本体１０に配して構成す
ることにより、特に、挿入部２０の破損による交換が必要となった場合や、その他、例え
ば異なる仕様等の異なる挿入部を交換式に装着する内視鏡システムに適用するような場合
においても、Ｏリング３０を兼用することが可能となる。
【００３４】
　また、上記水密結合構成としては、その他、例えば図７及び図８に示すように構成して
も良く、略同様の効果が期待される。但し、図７及び図８においては、上記図６と同一部
分について同一符号を付して、その詳細な説明を省略する。
【００３５】
　図７の水密結合構成は、例えば筒状の結合部材３１を、上記挿入部２０の接続部２０４
の外周部に軸方向に移動自在に巻装する。この結合部材３１には、その一端部に弾性変形
自在な結合部３１１が、上記内視鏡本体１０の結合凹部１０４ａに対応して設けられ、そ
の他端部に係止部３１２が挿入部２０に配した係止部２０７に対応して設けられる。また
、この結合部材３１の内壁には、水密部材であるＯリング３２が上記挿入部２０の接続部
２０４の外周壁及び内視鏡本体１０の接続部１００の外周壁に対応して所定の間隔を有し
て設けられる。
【００３６】
　上記構成により、挿入部２０の突出ガイド部２０６ａを内視鏡本体１０のガイド受け部
１０５ｃに係合させて、突出ガイド部２０６ａをガイド受け部１０５ｃに押し込む如く挿
入部２０を移動させると、その光伝送路用口金２１１ａ、チャンネル用口金２２１及び接
続コネクタ２３１が内視鏡本体の光伝送路用口金１１１ａ、チャンネル用口金１２１ａ及
び接続コネクタ１３１ａに接続結合される。続いて、結合部材３１を、その係止部３１２
が挿入部２０の係止部２０７に係止されるまで、挿入部２０を内視鏡本体１０方向に移動
させると、その結合部３１１が内視鏡本体１０の結合凹部１０４ａに弾性係合されて、挿
入部２０と内視鏡本体１０とを一体的に結合させる。ここで、上記結合部材３１は、その
Ｏリング３２が挿入部２０の接続部２０４及び内視鏡本体１０の接続部１０の各外周壁に
圧接されて相互間を水密状態に保持する。
【００３７】
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　また、図８の水密結合構成は、上記挿入部２０の接続部２０４及び内視鏡本体１０の接
続部１００に光伝送路保護用のカバーガラス３３，３４をそれぞれ埋設し、このカバーガ
ラス３３，３４を介して相互の光伝送路用口金２１１ａ、１１１ａを光接続させるように
構成したものである。この図８の水密結合構成においては、このカバーガラス３３，３４
以外、上記図６と略同様に構成され、挿入部を内視鏡本体に装着した状態で、同様にＯリ
ング３０を介して水密状態に装着される。
【００３８】
　即ち、一方のカバーガラス３３には、上記挿入部２０の光伝送路用口金２１１ａの先端
が当接配置され、上記チャンネル用口金２２１ａ及び接続コネクタ２３１ａが挿入されて
、例えば、接着剤を介して水密的に固着される。なお、例えば、半田、ローを介して気密
的に固着してもよい。そして、これら光伝送路用口金２１１ａ、チャンネル用口金２２１
ａ及び接続コネクタ２３１ａには、上記光伝送路２１ａ、チャンネル２２ａ及び接続ケー
ブル２３が取付けられる。
【００３９】
　他方のカバーガラス３４には、内視鏡本体１０の光伝送路用口金１１１ａの先端が当接
配置され、上記チャンネル用口金１２１ａ及び接続コネクタ１３１ａが挿入されて、例え
ば、接着剤を介して水密的に固着される。なお、例えば、半田、ローを介して気密的に固
着してもよい。そして、これら光伝送路用口金１１１ａ、チャンネル用口金１２１ａ及び
接続コネクタ１３１ａには、上記光伝送路１１、チャンネル１２及び接続ケーブル１３が
取付けられる。
【００４０】
　上記構成により、上述したように挿入部２０の突出ガイド部２０６ａが内視鏡本体１０
のガイド受け部１０５ｃに係合されて装着位置まで挿入されると、その結合部２０５ａが
内視鏡本体１０の結合凹部１０４ａに弾性係合されて装着が完了される。ここで、挿入部
２０及び内視鏡本体１０は、相互のカバーガラス３３，３４が当接されて、相互の光伝送
路用口金２１１ａ，１１１ａが該カバーガラス３３，３４を介して光接続されると共に、
相互のチャンネル用口金２２１ａ，１２１ａ及び相互の接続コネクタ２３１ａ，１３１ａ
がそれぞれ接続される。この挿入部２０の内視鏡本体１０への装着が完了した状態におい
ては、その結合部２０５ａが内視鏡本体１０の結合凹部１０４ａに結合され、該内視鏡本
体１０の結合凹部１０４ａの内壁に配したＯリング３０が、挿入部２０の接続部２０４と
の間が水密状態に保たれる
　ここで、挿入部２０及び内視鏡本体１０は、その光伝送路２１，１１の接続面が各カバ
ーガラス３３，３４を介して独立に保護されていることで、例えば挿入部２０の着脱時等
の分離状態における汚れの防止が図れているため、装着状態において所望の光伝送効率が
確実に確保することが可能となる。
【００４１】
　　　（第４の実施の形態）
　図９は、この発明の第４の実施の形態に係る内視鏡装置を示すものである。但し、図９
においては、上記図２及図３と同一部分について同一符号を付して、その詳細な説明を省
略する。
【００４２】
　即ち、この第４の実施の形態においては、上記挿入部２０の突出ガイド部２０６を金属
材料で形成して、該挿入部２０内に配される蛇管ブレード等の内部金属３５に導電性部材
３６を介して電気的に接続する。一方、上記内視鏡本体１０のガイド受け部１０５の底面
には、導電性部材３８を配し、この導電性部材３８を内視鏡本体１０内の内部金属３７に
電気的に接続するように構成する。上記挿入部２０の内部金属３５は、先端枠３９に電気
的に接続される。内部金属３７は、図示しないビデオプロセッサーの患者回路のグランド
に電気的に接続される。
【００４３】
　上記構成により、挿入部２０及び内視鏡本体１０は、その着脱に伴う静電気が、突出ガ
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イド部２０６及びガイド受け部１０５から導電性部材３６，３８を経由して各内部金属３
５、３７を放電されるとともに、内部金属３５及び３７により強固なシールド構造が構成
されて、その電気的、電磁的安定性が確保される。
【００４４】
　また、上記シールド構造としては、その他、例えば図１０に示すように構成してもよく
、さらに有効な効果が期待される。
【００４５】
　即ち、図１０のシールド構造においては、上記挿入部２０の突出ガイド部２０５に対し
て、該挿入部２０の蛇管ブレード等の内部金属３５を導電性部材３６を介して電気的に接
続すると共に、内装体である上記接続ケーブル２３のシールド部２３２を電気的に接続す
る。この接続ケーブル２３には、例えば挿入部２０の先端部２０１に配される物光学系４
０に対向配置される撮像素子４１に電気的に接続される。
【００４６】
　また、上記内視鏡本体１０のガイド受け部１０５の底面には、導電性部材３８が配され
て、この導電性部材３８を、内視鏡本体１０内の内部金属３７に電気的に接続すると共に
、内視鏡本体１０の内装体である接続ケーブル１３のシールド部１３２に電気的に接続す
るようにしたものである。
【００４７】
　さらに、上記シールド構造としては、その他、上記挿入部２０の突出ガイド部２０６に
対して該挿入部２０の内装体である接続ケーブル２３のシールド部２３２を電気的に接続
し、上記内視鏡本体１０のガイド受け部１０５に対して該内視鏡本体１０の内装体である
接続ケーブル１３のシールド部１３２を電気的に接続するように構成するようにしても良
い。
【００４８】
　なお、上記第２及び第４の実施の形態においては、上記第１の実施の形態と同様に接続
構造として、内視鏡本体１０の接続部に第１乃至第３の嵌合穴１０１～１０３を設けて、
挿入部２０に光伝送路用口金２１１、チャンネル用口金２２１及び接続コネクタ２３１を
突出して配し、相互間の装着を行うように構成した場合について説明したが、これに限る
ことなく、挿入部２０の接続部２０４に嵌合穴を設けて、内視鏡本体に光伝送路用口金１
１１、チャンネル用口金１２１及び接続コネクタ１３１を突出して配するように構成する
ことも可能である。
【００４９】
　よって、この発明は、上記実施の形態に限ることなく、その他、実施段階ではその要旨
を逸脱しない範囲で種々の変形を実施し得ることが可能である。さらに、上記実施形態に
は、種々の段階の発明が含まれており、開示される複数の構成要件における適宜な組合せ
により種々の発明が抽出され得る。
【００５０】
　例えば実施形態に示される全構成要件から幾つかの構成要件が削除されても、発明が解
決しようとする課題の欄で述べた課題が解決でき、発明の効果で述べられている効果が得
られる場合には、この構成要件が削除された構成が発明として抽出され得る。
【００５１】
　また、この発明は、上記各実施の形態によれば、次のような構成を得ることもできる。
【００５２】
　　　（付記１）
　体腔内に挿入され、後端に位置決め案内部及び内装体の接続部が設けられた挿入部と、
　前記挿入部の位置決め案内部が係合される位置決め案内部及び、該位置決め案内部に対
して前記挿入部の位置決め案内部が案内自在の係合された後、前記挿入部の接続部が接続
される、内装体の接続部が設けられた前記挿入部を作動操作する操作部が配される内視鏡
本体と、
　を具備することを特徴とする内視鏡装置。
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【００５３】
　　　（付記２）
　前記挿入部の位置決め案内部が前記内視鏡本体の位置決め案内部に案内されて、その接
続部が前記内視鏡本体の接続部に装着された状態で相互間を着脱自在に結合する結合機構
を備えること特徴とする付記１記載の内視鏡装置。
【００５４】
　　　（付記３）
　前記結合機構は、前記挿入部の接続部と前記内視鏡本体の接続部とを水密状態に連結す
る水密部材を備えることを特徴とする付記２記載の内視鏡装置。
【００５５】
　　　（付記４）
　前記結合機構の水密部材は、内視鏡本体に配設したことを特徴とする付記３記載の内視
鏡装置。
【００５６】
　　　（付記５）
　前記結合機構は、挿入部に移動自在に配されることを特徴とする付記２乃至４のいずれ
か記載の内視鏡装置。
【００５７】
　　　（付記６）
　前記挿入部の接続部及び前記内視鏡本体の接続部は、カバーガラスが被着されて水密構
造に形成されることを特徴とする付記１乃至５のいずれか記載の内視鏡装置。
【００５８】
　　　（付記７）
　前記挿入部の接続部及び前記内視鏡本体の接続部は、一方に接続凸部が形成され、他方
に開口端より奥行き方向に幅狭に傾斜された案内部が設けられた接続凹部が形成されるこ
とを特徴とする付記１乃至６のいずれか記載の内視鏡装置。
【００５９】
　　　（付記８）
　前記挿入部の接続部及び前記内視鏡本体の接続部は、少なくとも一方の接続凸部に硬質
部材が装着される付記７記載の内視鏡装置。
【００６０】
　　　（付記９）
　前記接続凸部及び前記接続凹部は、一対の接続コネクタで形成される付記７記載の内視
鏡装置。
【００６１】
　　　（付記１０）
　前記挿入部の位置決め案内部は、該挿入部の内部金属に電気的に接続され、前記内視鏡
本体の位置決め案内部は、該内視鏡本体の内部金属に電気的に接続されることを特徴とす
る付記１乃至９のいずれか記載の内視鏡装置。
【００６２】
　　　（付記１１）
　前記挿入部の位置決め案内部及び前記内視鏡本体の位置決め案内部は、内装体である接
接続ケーブルのシールド部に電気的に接続される付記１乃至９記載のいずれか記載の内視
鏡装置。
【００６３】
　　　（付記１２）
　前記挿入部の位置決め案内部は、該挿入部の内部金属及び内装体である接接続ケーブル
のシールド部に電気的に接続され、前記内視鏡本体の位置決め案内部は、該内視鏡本体の
内部金属及び内装体である接接続ケーブルのシールド部に電気的に接続されることを特徴
とする付記１乃至９のいずれか記載の内視鏡装置。
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　　　（付記１３）
　前記挿入部の位置決め案内部及び前記内視鏡本体の位置決め案内部は、一方が複数の棒
状の突出ガイド部が形成され、他方が複数の凹状のガイド受け部が形成されることを特徴
とする付記１乃至１２のいずれか記載の内視鏡装置。
【００６５】
　　　（付記１４）
　前記挿入部の位置決め案内部及び前記内視鏡本体の位置決め案内部は、一方が回転規制
部を有したリング形状に突出した突出ガイド部が形成され、他方が前記一方の回転規制部
に係合される回転規制部を有したリング形状の溝状をしたガイド受け部が形成されること
を特徴とする付記１乃至１２のいずれか記載の内視鏡装置。
【図面の簡単な説明】
【００６６】
【図１】この発明の第１の実施の形態に係る内視鏡装置の外観構成を示した平面図である
。
【図２】図１の挿入部を内視鏡本体から離脱させた状態の要部を示す断面図である。
【図３】図２の装着状態を示した断面図である。
【図４】この発明の第２の実施の形態に係る内視鏡装置の要部を取り出して示した断面図
である。
【図５】図４のＡ－Ａを断面して示した断面図である。
【図６】この発明の第３の実施の形態に係る内視鏡装置の要部を取り出して示した断面図
である。
【図７】図６に示す第３の実施の形態に係る内視鏡装置の変形例を示した断面図である。
【図８】図６に示す第３の実施の形態に係る内視鏡装置の他の変形例を示した断面図であ
る。
【図９】この発明の第４の実施の形態に係る内視鏡装置の要部を取り出して示した断面図
である。
【図１０】図９に示す第４の実施の形態に係る内視鏡装置の変形例を示した断面図である
。
【符号の説明】
【００６７】
　１…操作部、２…ユニバーサルコード、３…ライトガイドコネクタ、４…光入力部、５
…ビデオコネクタ、６…ビデオケーブル、１０…内視鏡本体、１００…接続部、１０１～
１０４…第１乃至第３の嵌合穴、１０１ａ～１０３ａ…案内部、１０４，１０４ａ…結合
凹部、１０５，１０５ａ，１０５ｃ…ガイド受け部、１０５ｂ…係合凹部、１１…光伝送
路、１１１，１１１ａ…光伝送路用口金、１２…チャンネル、１２１，１２１ａ…チャン
ネル用口金、１３…接続ケーブル、１３１，１３１ａ…接続コネクタ、１３２…シールド
部、２０…挿入部、２０１…先端部、２０２…湾曲部、２０３…軟性管部、２０４…接続
部、２０５，２０５ａ…結合部、２０６，２０６ａ…突出ガイド部、２０６ｂ…係合凸部
、２０７…係止部、２１…光伝送路、２１１，２１１ａ…光伝送路用口金、２２…チャン
ネル、２２１，２２１ａ…チャンネル用口金、２３…接続ケーブル、２３１，２３１ａ…
接続コネクタ、２３２…シールド部、３０…Ｏリング、３１…結合部材、３１１…結合部
、３１２…係止部、３２…Ｏリング、３３，３４…カバーガラス、３５，３７…内部金属
、３６，３８…導電性部材、３９…先端枠、４０…対物光学系、４１…撮像素子。
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